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令和６年第３回鬼北町議会定例会 

                          令和６年９月１７日（火曜日） 

 

○議事日程 

 令和６年９月１７日午前９時開議 

 日 程 第 １ 会議録署名議員の指名 

 日 程 第 ２ 諸般の報告 

 日 程 第 ３ 議案第５０号 令和５年度鬼北町一般会計決算の認定について 

 日 程 第 ４ 議案第５１号 令和５年度鬼北町用品調達特別会計決算の認定について 

 日 程 第 ５ 議案第５２号 令和５年度鬼北町国民健康保険特別会計決算の認定につ 

              いて 

 日 程 第 ６ 議案第５３号 令和５年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計決算の認 

              定について 

 日 程 第 ７ 議案第５４号 令和５年度鬼北町介護保険特別会計決算の認定について 

 日 程 第 ８ 議案第５５号 令和５年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計決算の認 

              定について 

 日 程 第 ９ 議案第５６号 令和５年度鬼北町水道事業会計決算の認定及び剰余金の 

              処分について 

 日程第１０ 議案第５７号 令和５年度鬼北町病院事業会計決算の認定について 

 日程第１１ 議案第５８号 令和５年度鬼北町下水道事業会計決算の認定について 

 日程第１２ 議案第５９号 令和６年度鬼北町一般会計補正予算（第３号）について 

 日程第１３ 議案第６０号 令和６年度鬼北町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

              について 

 日程第１４ 議案第６１号 令和６年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計補正予算 

              （第１号）について 

 

○本日の会議に付した事件 

 日 程 第 ３ 議案第５０号 令和５年度鬼北町一般会計決算の認定について 

 日 程 第 ４ 議案第５１号 令和５年度鬼北町用品調達特別会計決算の認定について 

 日 程 第 ５ 議案第５２号 令和５年度鬼北町国民健康保険特別会計決算の認定につ 

              いて 

 日 程 第 ６ 議案第５３号 令和５年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計決算の認 
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              定について 

 日 程 第 ７ 議案第５４号 令和５年度鬼北町介護保険特別会計決算の認定について 

 日 程 第 ８ 議案第５５号 令和５年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計決算の認 

              定について 

 日 程 第 ９ 議案第５６号 令和５年度鬼北町水道事業会計決算の認定及び剰余金の 

              処分について 

 日程第１０ 議案第５７号 令和５年度鬼北町病院事業会計決算の認定について 

 日程第１１ 議案第５８号 令和５年度鬼北町下水道事業会計決算の認定について 

 日程第１２ 議案第５９号 令和６年度鬼北町一般会計補正予算（第３号）について 

 日程第１３ 議案第６０号 令和６年度鬼北町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

              について 

 日程第１４ 議案第６１号 令和６年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計補正予算 

              （第１号）について 

 

○出席議員（１２名） 

    １番 坂 本 一 仁      ２番 兵 頭   稔 

    ３番 髙 橋 聖 子      ４番 中 山 定 則 

    ５番 山 本 博 士      ６番 赤 松 俊 二 

    ７番 松 下 純 次      ８番 芝   照 雄 

    ９番 福 原 良 夫     １０番 松 浦   司 

   １１番 末 廣   啓     １２番 程 内   覺 

 

○欠席議員（０名） 

 

○議会事務局 

 議 会 事 務 局 長 渡 辺 美 枝   書 記 都   浩 明 

 

○説明のため出席した者 

 町 長 兵 頭 誠 亀   副 町 長 井 上 建 司 

 企 画 振 興 課 長 小 川 秀 樹   総 務 財 政 課 長 水 野 博 光 

 危 機 管 理 課 長 東   英 範   町 民 生 活 課 長 善 家 直 邦 

 保 健 介 護 課 長 谷 口 美 穂   環 境 保 全 課 長 森     明 
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 農 林 課 長 奥 藤 幸 利   森 林 対 策 室 長 奥 藤 幸 利 

 建 設 課 長 佐 子   司   水 道 課 長 佐 子   司 

 日 吉 支 所 長 山 本 万 里   会 計 管 理 者 山 本 雄 大 

 水 道 課 主 幹 二 宮 洋 之   教 育 長 行 定 洋 嗣 

 教 育 課 長 佐々木 健 次   農業委員会会長 谷 口 雄 記 

 農業委員会事務局長 奥 藤 幸 利   代 表 監 査 委 員 田 中 清 志 
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○副議長（末廣 啓君） 

  起立。 

  礼。 

○議長（程内 覺君） 

  改めまして、おはようございます。 

  これから本日の会議を開きます。 

 

午前９時００分 開議 

 

○議長（程内 覺君） 

  本日の議事日程は、本日、配付しました別紙議事日程のとおりです。 

  このとおり議事を進めたいと考えますので、各位の御協力をお願いいたします。 

 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、鬼北町議会会議規則第１２７条の規定により、１番、坂

本一仁議員、２番、兵頭稔議員、以上の両議員を指名します。 

 

  日程第２、諸般の報告を行います。 

  地方自治法第１２１条第１項の規定により、本日の会議事件説明のため出席を求め

ているものを報告します。 

  町長、教育委員会教育長、農業委員会会長、監査委員。 

  町長、教育委員会教育長、農業委員会会長を通じ、副町長、会計管理者、支所長、

各課長等の出席を求めております。 

  これで諸般の報告を終わります。 

  お諮りします。 

  日程第３、議案第５０号、令和５年度鬼北町一般会計決算の認定についてから、日

程第１１、議案第５８号、令和５年度鬼北町下水道事業会計決算の認定についてまで、

以上９件を一括議題としたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 
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  したがって、日程第３、議案第５０号、令和５年度鬼北町一般会計決算の認定につ

いてから、日程第１１、議案第５８号、令和５年度鬼北町下水道事業会計決算の認定

についてまで、以上９件を一括議題とすることに決定しました。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第３、議案第５０号から日程第１１、議案第５８号までの令和５年度鬼北町一

般会計及び特別会計５件、並びに企業会計３件の決算認定につきまして、地方自治法

第２３３条第３項及び地方公営企業法第３０条第４項の規定により、御報告いたしま

す。 

  配付いたしております令和５年度鬼北町主要な施策の成果の概要を御参照いただき

ますようお願いいたします。 

  令和５年度鬼北町主要な施策の成果の概要。 

  町長として２期目の町政をお預かりしてから、早いもので３年が経過いたしました。

就任以来、新型コロナウイルス感染症の対応に追われる日々でありましたが、少子高

齢化、人口減少対策や防災・減災対策のほか、山積する課題に真摯に向き合いながら、

その解決に向けて努力してまいりました。 

  特にここ数年のコロナ禍により地域交流活動が激減した中、４年振りとなる「でち

こんか」を開催し、県内外より大勢の方に来場いただくとともに、近永駅前での「駅

前マルシェ」や「ねんりんピック愛顔のえひめ２０２３」の開催など、イベント事業

の再開・実施により、地域社会活動の再生と活性化に取り組んでまいりました。 

  町政の推進に当たりましては、鬼北町長期総合計画に掲げる将来像の実現に向け、

様々な施策に取り組んできたところであります。 

  それでは、主要な施策の成果の概要について、かいつまんで御説明いたします。 

  ３ページをご覧ください。基本目標第１の『特色ある産業を創り育てる』の下から

９行目、イノシシ・シカ・サル等の有害鳥獣の被害防止のため、鳥獣侵入防止柵の設

置を推進するとともに、捕獲した有害鳥獣のジビエ利用及び捕獲者の埋設に係る労力

を軽減するため、延川地区内に整備した減容化施設及びペットフード加工処理施設に

ついて、指定管理者による運営を開始し、農林産物の被害軽減と有害鳥獣の地域資源

としての有効活用に取り組みました。 

  次に、４ページ、観光・物産の振興につきまして、下から５行目、新たなイベント

として、近永駅前を会場にした「予土線駅前マルシェｉｎチカナガ」を愛媛県、そし

て近隣市町の御支援をいただき３回開催いたしました。 
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  さらに、県内で行われているサイクリングイベント「瀬戸内シクロクロス大会」の

所属大会として、「鬼北シクロクロスｉｎ奈良川」を開催するとともに、併せて、幼

児を対象とした「はじめての自転車安全教室」を奈良川河川敷で開催し、自転車文化

の振興や安全な自転車利用の徹底、町の魅力発信に努めました。 

  次に、基本目標第２の『美しい自然を守り活かす』の８ページ、２行目、エネルギ

ー対策の推進につきましては、住民向けの再生可能エネルギー導入等への支援に加え、

鬼北町地球温暖化対策実行計画の策定により、豊富な森林資源を活用した対策や安

心・安全なまちづくりなど、農林業等の産業活動や日常生活における地域課題の解決

に資する施策を掲げ、地球温暖化対策に対する町全体の機運醸成に努めました。 

  続きまして、基本目標第３『福祉の充実で安心生活を確保する』の誰もが安心して

暮らせるふるさとづくりにつきまして、少子高齢化が急速に進み、福祉に対するニー

ズが多様化・複雑化している中、全国には、令和７年度に高齢者人口がピークを迎え

る一方で、本町においては、既にピークを過ぎて減少傾向にあり、将来に向けて制度

の持続可能性を確保するため、第９期高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画を策定

いたしました。 

  ６ページ、下から３行目、健康増進事業につきまして、「きほく鬼ドック」の開始、

医療機関への健診受診率向上のための協力体制等、働く世代が受診しやすい体制づく

りに努めたほか、高血圧川柳・標語募集や、「食べて学ぼう、高血圧予防教室」等の

高血圧対策を実施するなど、健康増進事業の推進に努めた結果、国保連合会から発表

された、令和５年度特定健診受診率速報では、鬼北町の受診率は、５５.０％で、７

年連続県内１位という結果を得ました。また、予防接種事業につきましては、任意予

防接種補助事業（１８歳未満のインフルエンザ・帯状癌疹等）でありますけども、こ

れを新たに開始いたしました。 

  北宇和病院の運営につきましては、令和５年度から、一般病床５５床のうち、３４

床を地域包括ケア病床に転換し、病状の安定した患者が在宅復帰できるように支援を

強化いたしました。また、電子カルテ等を導入し、さらに、生化学自動分析装置等の

老朽化した医療機器の更新を行いました。 

  次に、子育て支援策の充実につきまして、８ページ、上段、先ほどのページを間違

えました。申し訳ございません。 

  令和５年度から、小学校入学時の給付額の増額、新たに中学校入学時も支給対象と

したほか、赤ちゃんおでかけ用品購入補助事業及び子育て世帯特定地域居住支援補助

事業を実施し、家庭への経済的支援の充実を図るとともに、引き続き、多子世帯の保
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育料の軽減措置や、３歳以上の保育料、副食費の無償化を実施するなど、子育てに係

る経済的負担の軽減に努めました。また、これまで以上に切れ目のない子育て相談・

支援を強化するため、鬼北町子育てガイドブックを作成し、子育て支援の充実を図り

ました。 

  また、令和６年４月から、現在の子育て包括支援センターおにっこを、母子保健と

児童福祉を一体的に行う、こども家庭センターおにっこへ移行する準備に取り組みま

した。 

  ８ページ、下から４行目、高齢者福祉の充実につきましては、第３５回健康福祉大

会（ねんりんピック笑顔のえひめ２０２３）を盛会のうちに終え、高齢者をはじめと

する多くの町民のスポーツによる交流や健康づくりの推進に取り組みました。 

  続きまして、基本目標第４『整った生活インフラで快適生活を守る』、１０ページ

７行目、町内の小学校や自主防災組織等関係団体に対しまして、防災意識の向上を図

るため、講習会や出前講座を計画し、愛治地区と好藤地区では、大規模災害及び感染

症対策を想定した避難所運営訓練を実施しました。また、１月に発生した能登半島地

震では、計６名の職員を現地に派遣し、被災地支援及び職員の研鎖に努めました。 

  次に、１０ページ、真ん中ほど、交通環境の充実につきましては、下から７行目、

デジタル技術を活用した公共交通割引支援事業を新たに整備し、交通弱者への支援と

公共交通の利用促進に取り組みました。 

  ＪＲ予土線につきましては、愛媛県と高知県並びに沿線自治体で編成された新組織、

予土線利用促進対策協議会を中心に予土線の利用促進に取り組みました。 

  １１ページ、下から３行目、防犯灯について、令和３年度から令和５年度の３か間

でＬＥＤ化１００％を目指し、補助事業の活用推進に努めました。 

  １２ページ、基本目標第５『充実した教育環境で心豊かな人を育む』について、３

行下、老朽化が進んだ学校施設について、広見中学校改築工事を完了いたしました。

議員各位、町民の方々の御理解に深く感謝申し上げます。 

  また、全学校の教員用パソコン端末及びネットワーク機器の更新を行いました。 

  下から４行目、北宇和高校教育寮を整備し、居住施設の整備・確保など、環境整備

に取り組んだほか、北宇和高校と連携し、全国募集によるさらなる生徒数の確保に向

け、高校魅力化事業の推進強化に努めました。 

  次に、１３ページ、生涯学習・生涯スポーツの充実につきまして、真ん中ほど、史

跡整備事業において、史跡ガイダンス施設、奈良山等妙寺歴史交流館の展示工事、平

坦部Ａ保存整備工事、旧参道橋設置工事が完了し、史跡公園としての施設整備をほぼ
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終えることができました。令和６年度、御承知のとおり、公共トイレの改修を予定し

ております。 

  また、調査・整備・活用への機運を高めるため、史跡等妙寺サポーターの会ミーテ

ィング、山寺講座を開催し、町内外の多くの方々に知っていただく機会となりました。 

  次に、人権尊重・男女共同参画につきましては、今後５年間の取組方針を定めた、

第４次男女共同参画基本計画を策定しました。また、女性団体の協力の下、鬼北町出

身の日本初女性飛行士を題材としたミュージカルを開催し、女性活動やジェンダーレ

スの機運醸成に取り組みました。 

  かいつまんで申し上げましたが、以上で令和５年度主要な施策の成果の概要の説明

を終わります。 

  各項目の主要な施策の成果につきましては、別冊の資料を配付いたしておりますの

で、お目通しのほどお願いいたします。 

  決算内容の詳細につきましては、この後、引き続き会計管理者が説明をいたします。 

  その後、日程第９、議案第５６号、令和５年度鬼北町水道事業会計決算の認定及び

剰余金の処分についてを水道課長が、日程第１０、議案第５７号、令和５年度鬼北町

病院事業会計決算の認定を保健介護課長が、日程第１１、議案第５８号、令和５年度

鬼北町下水道事業会計決算認定を環境保全課長が説明いたしますので、御審議のほど

よろしくお願い申し上げ、御認定いただきますようお願いいたします。 

○会計管理者（山本雄大君） 

  それでは、議案第５０号から第５５号までの令和５年度一般会計、特別会計の決算

概要を説明いたしますので、配付しております決算書の附属書類を抜粋したＡ３サイ

ズの令和５年度鬼北町決算附属書類の資料を御用意ください。 

  それでは、資料の１ページをお開きください。 

  まず、一般会計と特別会計の決算収支の状況ですが、合計の欄の下から３段目、令

和５年度の一般会計と特別会計の歳入総額は、①となります、１３７億７,４７５万

６,９７７円、その右、歳出総額は１３５億４,３７５万７,３３４円となっており、

その右、歳入歳出差引の合計は、２億３,０９９万９,６４３円となり、前年度に比べ

ますと、１億３,０７０万１,４５７円の減となっております。 

  また、翌年度へ繰り越すべき財源が、７,１２６万３,０００円必要ですので、それ

を差し引いた実質収支の合計は１億５,９７３万６,６４３円となりました。 

  財政調整のための積立金は、一般会計ほかで、３,５２９万１８６円。一方、財政

調整基金のとりくずしは、２,７４０万円であったため、実質単年度収支は、１億２
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９０万９,８７２円のマイナスとなっております。 

  次に、裏面となります２ページをお開きください。 

  一般会計の歳入歳出決算総括表のまず歳入について主なものを説明いたします。 

  １款の町税は、収入済額がＡ欄になりますが、９億２,２２３万７,４２０円、前年

度比較で６７０万円の増となっております。 

  町民税については、個人町民税が２９６万円の増、法人町民税が３３８万円の減で、

合計では４１万円の減となっています。 

  また、固定資産税は、内訳としては、土地は減収となりましたが、家屋償却資産分

が増収となっており、合計で６８８万円の増となりましたので、軽自動車税、市町村

たばこ税を含めた町税全体では、６７０万円の増となっております。 

  なお、不納欠損額が１０６万４,２２２円あり、また、収入未済額は７８２万３,７

８３円で、前年度と比較して３１万７,０００円減少しております。 

  ２款の地方譲与税は、収入済額が１億２,７２１万２,０００円、前年度比較で５０

万円の増となっておりまして、増の要因は、自動車重量譲与税が４６万円の増となっ

たことによるものです。 

  次の３款、利子割交付金から、９款、地方特例交付金までは説明を省略させていた

だきます 

  １０款の地方交付税は、収入済額が３９億６,６６２万５,０００円、前年度比較１,

０８９万円の増となっています。内訳は、普通交付税が１,０３４万円の減、特別交

付税が２,１２３万円の増となっています。 

  １１款、交通安全対策特別交付金から、１３款、使用料及び手数料までは省略しま

す。 

  １４款の国庫支出金は、収入済額が８億４,３０９万４,２３５円、前年度比較１億

１,５４８万円の減となっています。減の要因は、国庫負担金が新型コロナウイルス

ワクチン接種に係る負担金の減や、公共土木施設災害復旧費国庫負担金の減により、

２,４２９万円の減、国庫補助金が前年度にあった社会保障税番号制度システム整備

費、マイナポイント事業費や、土木費国庫補助金が減額したことにより、９,１４３

万円の減となったことによるものであります。 

  １５款の県支出金は、収入済額が５億９,０６６万７,５１７円、前年度比較１億２,

１７３万円の増となっています。増の要因は、県補助金がジビエ施設整備事業やがけ

崩れ防災事業費県補助金の増により、１億３,４４５万円の増となったことによるも

のです。 
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  １６款の財産収入は省略し、１７款の寄附金は、収入済額が８,５７２万４,３００

円、前年度比較８６万円の減となっています。教育振興寄附金は１,５００万円と、

前年度比較９００万円の増となっております。 

  １８款の繰入金は、収入済額が４億６,３４９万８,６４４円、前年度比較２億３,

８４１万円の増となっています。主なものは、公共施設等整備管理基金からの２億２,

４２０万円です。 

  １９款は省略いたしまして、２０款の諸収入は、収入済額２億７,６１４万６,４０

３円、前年度比較３,６１７万円の減となっています。減の主な要因といたしまして

は、前年度は県市町連携分を含んだプレミアム商品券販売収入が１億３,０３０万円

あったことによるものです。 

  ２１款の町債は、収入済額が２６億４,０７４万４,０００円、前年度比較４億８６

８万円の減となっています。減の要因は、保育所施設整備事業債や教育債が広見中学

校建設事業債などの減となったことによるものであります。 

  以上の結果、歳入合計といたしましては、一般会計収入済額が１０６億７,４７７

万６,５３３円、前年度に比べ２億６,６９９万円の減となりました。なお、収入未済

額の合計は、４億２,３９５万５４０円となっており、その主な理由といたしまして

は、事業繰越によるものです。 

  以上で一般会計歳入についての説明を終わります。 

  次に、３ページをお開きください。 

  一般会計の歳出について御説明いたします。 

  １款の議会費は、支出済額Ａ欄ですが、６,２２８万３,４８３円、前年度比較１４

３万円の増の前年並みで、一般会計における構成比率は、備考欄にありますとおり、

０.５９％となっております。 

  ２款の総務費は、支出済額が２４億６,９０９万９,５９０円、前年度比較１億２,

１６２万円の増で、構成比２３.４９％となっております。増となった要因といたし

ましては、情報通信基盤整備事業費の設備更新工事請負費や、北宇和高校教育寮の整

備によるものです。 

  ３款の民生費は、支出済額が２２億２,９３６万７,８５４円、前年度比較５億２,

０１４万円減の構成比２１.２１％となっております。減となった要因といたしまし

ては、児童福祉施設費が、前年度はきほくの里保育園施設整備工事の実施があったた

め、今年度は減となっております。 

  ４款の衛生費は、支出済額が７億４,５１３万５,２６６円、前年度比較１億３,７
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７２万円減の構成比７.０９％となっています。減の要因は、前年度実施した保健衛

生施設費が日吉保健センター空調改修工事、じん芥処理費が最終処分場施設整備工事、

予防費の減によるものです。 

  ５款の農林水産業費は、支出済額が１１億５,１２７万７,０５４円、前年度比較４

億９万円増の構成比１０.９５％となっています。増の要因は、ジビエ施設整備、夢

産地施設整備等工事の実施や、森林環境整備事業費補助金などが増となったことによ

るものです。 

  ６款の商工費は、支出済額が２億３,９４７万４,８８２円、前年度比較３,０７５

万円増の構成比２.２８％となっております。増の要因といたしましては、観光まち

づくり推進業務委託料、下鍵山公園整備工事、成川渓谷休養センター施設整備工事な

どの実施により、増となったものであります。 

  ７款の土木費は、支出済額が６億７６７万７,２６５円、前年度比較５,６８６万円

増の構成比５.７８％となっています。増となった要因といたしましては、がけ崩れ

防災対策工事費などで３,９５７万円の増、鬼北総合公園施設整備工事費の実施によ

り５,４４９万円の増となったことによるものです。 

  ８款の消防費は、支出済額が７,３２７万３５２円、前年度比較１,１８６万円減の

構成比０.７０％となっております。減の要因は、消防施設費、備品購入費などが繰

越明許費になったことに伴い、１,２５４万円減額となったことによるものです。 

  ９款の教育費は、支出済額が１９億３６６万５,２２０円、前年度比較１億４,４０

９万円減の構成比１８.１１％となっております。減の要因といたしましては、広見

中学校改築工事費の減額によるものであります。 

  １０款の災害復旧費は、支出済額が４,７０２万３,４９８円、前年度比較３５０万

円減の前年並みで、構成比０.４５％となっております。 

  １１款の公債費は、支出済額が９億８,２９６万７,１９４円、前年度比較３,２７

６万円増の構成比は９.３５％となっています。内訳は元金が約９億５,０００万円、

利子が約３,１００万円となっております。 

  １２款の諸支出金は、前年度と同じく支出額はありません。 

  以上合計で、一般会計支出済額は１０５億１,１２４万１,６５８円、前年度に比べ

１億７,３８０万円の減となっております。 

  表の下の段に記入しておりますように、一般会計の歳入歳出差引額は１億６,３５

３万４,８７５円となり、翌年度に繰り越すべき一般財源が７,１２６万３,０００円

必要であるため、実質収支は９,２２７万１,８７５円となりました。 
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  以上で一般会計の決算説明を終わります。 

  次に、４ページをお開きください。 

  町債の現在高について、普通会計で一覧表を作成したものであります。表の計の欄

にありますように、令和５年度中の発行額は、①になります。２６億４,０７４万４,

０００円、一方、元金の償還額は、９億５,１８６万９,０００円でありましたので、

５年度末の現在高は、１２０億８,１８８万７,０００円で、中学校、保育所、高校教

育寮などの事業が多くあったため、前年度に比べ１６億８,８８７万円の増となって

おります。 

  次に、５ページをお開きください。 

  公有財産の５年度中の増減内容について説明をいたします。 

  まず、公用財産ですが、５年度中に土地・建物とも異動はありませんでした。 

  続いて、公共用財産の異動ですが、保育所の欄の①土地の７,６１５.７９平方メー

トルの減、②木造建物の１４.９０平方メートルの減、その右、③非木造建物の１,８

０３.２６平方メートルの減は、みどり、好藤、清水、小倉保育所の用地・建物を行

政財産から普通財産へ移行したことによるものです。 

  北宇和高校教育寮の欄の木造建物の６０５.１７平方メートルの増は、教育寮の新

築によるものです。 

  中学校の欄の④木造建物の２,８６１.７４平方メートルの増は、広見中学校普通教

室棟を新築したもので、その右、非木造建物の３,０７９.８０平方メートルの減は、

広見中学校体育館の新築が１,９１０.２０平方メートルの増、屋内運動場、第１教棟

を取り壊したことによる減が４,９９０平方メートルによるものであります。 

  ６ページをお開きください。 

  中ほどになります。有害鳥獣処理施設の欄の⑥木造建物の４５０.０平方メートル

の増は、ジビエペットフード加工処理施設の新築によるものです。 

  小計の上段、書庫の欄の土地の８２１.０６平方メートルの増、非木造建物の４２

９.０平方メートルの増は、旧鬼北警察署用地に書庫を新築したものであります。 

  次に、その下の段の普通財産の異動ですが、⑧宅地の６,６８０.８２平方メートル

の増、建物の１,８１８.１６平方メートルの増は、保育所の用地・建物を普通財産へ

移行したことによるものです。 

  公有財産の異動については以上です。 

  次に、７ページをお開きください。 

  住宅新築資金等貸付金の状況ですが、前年度末に、①１０件、２,２２９万１,０４
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３円の残高がありましたが、５年度に回収した金額が、②５０万９,０００円であり

ましたので、③になります、一番右下の欄のとおり、５年度末の残高は２,１７８万

２,０４３円となっております。 

  次に、８ページをご覧ください。 

  特別会計の説明をいたします。特別会計につきましては、主に５年度の収入済額と

支出済額、その合計の前年度比較で説明をさせていただきます。 

  まず、用品調達特別会計です。歳入の収入済額合計は１,４５０万９,３９４円、前

年度比較４７万円の増。歳出の支出済額合計は１,４５０万９,３９４円で、前年度比

較６７万円の増で、ともに前年度に比べ微増となっております。 

  なお、歳出の諸支出金から収益の全額９９万円を一般会計へ繰り出しており、収支

差引は、表の下にありますとおり、ゼロ円となっております。 

  次に、９ページをお開きください。 

  国民健康保険特別会計です。１款の国民健康保険税の収入済額は１億７,３６４万

１,１５４円で、前年度比較１,１６１万円の減となっています。不納欠損額は６５万

６,０３３円、収入未済額は７４９万４,４９０円となっており、前年度に比べまして

４４万９,０００円の増となっております。 

  収入済額の合計は１１億３,５６０万３,９０７円、前年度に比べまして２,２８６

万円の増となっています。増の要因といたしましては、保険給付費の支出が前年に比

べ増えたことにより、県からの交付金が２,２０６万円増加したことによるものです。 

  一方、歳出は、支出済額合計は１１億３,５４８万７,５５４円で、前年度比較３,

００３万円の増となっております。増の要因は、２款、保険給付費が２,２０６万円

の増となったためで、コロナウイルス感染症での医療機関受診機会から回復したこと

などが挙げられます。 

  なお、収支差引額は、表の下にありますとおり、１１万６,３５３円となりました。 

  次に、１０ページをご覧ください。 

  国民健康保険診療所特別会計です。歳入の収入済額合計は１億３,４３１万９,６５

０円、前年度比較２,１０４万円の減となっております。 

  １款、診療収入が、圏域人口の減少等で８６７万円の減となり、また町債が前年度

比較で１,４４０万円の減となったことによるものです。 

  一方、歳出の支出済額合計は１億３,４２６万３,４０４円、前年度比較１,８５５

万円の減となっております。減の要因は、３款、施設整備費が、前年度は日吉診療所

空調改修工事などの実施がありましたので、２,１２４万円減となったことによるも
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のです。収支差引は、表の下にありますとおり、５万６,２４６円となりました。 

  １１ページをお開きください。 

  次に、介護保険特別会計です。歳入の収入済額合計は、１６億３,００８万８,８０

６円、前年度比較３,６７８万円の増となっております。 

  １款、介護保険料収入は、５３１万円の減、４款、国庫支出金が２,０３５万円の

減となりましたが、９款、繰越金が５,０９５万円の増となっております。 

  なお、介護保険料の不納欠損額が２７万９,０００円、収入未済額が６７万４,３５

１円となっており、前年度に比べ１１万２,０００円の減となっております。 

  一方、歳出の支出済額合計は、１５億６,７２５万３,６２７円、前年度比較４,４

２５万円の増となっております。この要因は、高齢者保健福祉計画、介護保険事業計

画作成業務委託料や、国庫支出金等過年度分返還金の増があったためのものです。 

  収支差引は、表の下にありますとおり、６,２８３万５,１７９円となりました。 

  最後に１２ページをご覧ください。 

  後期高齢者医療保険特別会計ですが、歳入の収入済額合計は１億８,５４５万８,６

８７円、前年度比較１５４万円の増となりました。後期高齢者医療保険料の収入未済

額は、１１万５,７１０円となっております。 

  一方、歳出の支出済額合計は１億８,１００万１,６９７円、前年度比較１０３万円

の増となり、歳入歳出ともに前年度並みの収支となっております。なお、収支差引は、

表の下にありますとおり、４４５万６,９９０円となりました。 

  これで特別会計決算の概要説明を終わります。 

  以上で令和５年度一般会計及び特別会計の決算概要の説明とさせていただきます。 

  なお、詳細につきましては、別途お配りしております歳入歳出決算書の冊子で御確

認ください。 

  御審議の上、認定をいただきますようお願いいたします。 

○水道課主幹（二宮洋之君） 

  それでは、議案第５６号、令和５年度鬼北町水道事業会計決算の認定及び剰余金の

処分について御説明いたします。 

  水道事業会計決算書の２ページ、３ページをお開き願います。 

  鬼北町水道事業決算報告書について説明いたします。 

  予算額欄は省略し、３ページの決算額欄のみの説明とさせていただきます。 

  まず、収益的収入及び支出の収入につきましては、総額４億１,６０５万３,２９６

円であります。内訳としまして、第１款、第１項、営業収益は、２億５,１０２万１,
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７０６円で、主に水道料金であります。 

  第２項、営業外収益は、１億６,４０９万２,３８１円で、内訳は、一般会計補助金

及び長期前受金戻入を計上したものです。 

  第３項、特別収益は、９３万９,２０９円で、内訳は大藤減圧弁不具合関係保険金

収納分であります。 

  次に、支出につきましては、総額で３億２,２４０万４,６８６円であります。 

  第１款、第１項、営業費用は、２億９,２３６万１,３４４円で、内訳は、配水及び

給水費、総係費、減価償却費、資産減耗費であります。 

  第２款、営業外費用は、３,００３万４,７４０円で、企業債利息等であります。 

  第３款、特別損失は、８,６０２円。第４項、予備費については支出はありません。 

  次に、４ページ、５ページですが、資本的収入及び支出の収入につきましては、５

ページ、決算額欄の総額４億４,３９６万２,０００円であります。内訳としまして、

第１項、企業債３億１,７８０万円。第２項、国庫支出金４,４４５万７,０００円で

あります。第３項、県支出金はございません。第４項、他会計負担金として、一般会

計からの負担金８,０００万円。第５項、工事負担金１７０万５,０００円で、これは

３６件分の給水施設加入負担金です。 

  支出につきましては、総額６億３,８０５万２,９０９円であります。内訳としまし

ては、第１項、建設改良費４億２,０２０万７,４７７円で、配水設備改良費、固定資

産購入費であります。 

  第２項、企業債償還金は、２億１,７８４万５,４３２円で、企業債２２件分であり

ます。 

  資本的収入額（翌年度に繰り越される資本支出の財源に充当する額１億円を除く）

が、資本的支出に不足する額２億９,４０９万９０９円は、前年度未発行企業債１億

２,６６０万円、減債積立金２,０００万円、建設改良積立金３,２８９万９,２５２円、

当年度損益勘定留保資金８,５７８万７,５９８円、当年度消費税及び地方消費税資本

的収支調整額２,８８０万４,０５９円で補てんいたしました。 

  次に、６ページの損益計算書について説明いたします。 

  損益計算書につきましては、先ほど説明しました３ページの決算書の金額から消費

税を除いた金額で作成しております。右端の差引合計額で説明いたします。 

  営業収益につきましては、５,９２４万４,４６１円の損失、営業外収益は１億２,

３１２万６,４６５円の利益であります。差引き６,３８８万２,００４円の経常利益

でありまして、当年度純利益は、特別利益９３万９,２０９円を加え、特別損失７,８
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２０円を差し引いた６,４８１万３,３９３円となっております。これに前年度繰越利

益剰余金処分済利益剰余金を合わせました、２億３,６１８万７,８４２円を当年度未

処分利益剰余金として計上しております。 

  ８ページ、９ページをお開きください。 

  剰余金について説明いたします。 

  ８ページ、資本金でありますが、当年度末残高は１４億８,８３８万２３７円とな

っております。 

  ９ページ、資本剰余金合計につきましては、１,２９２万３,１４９円。 

  次に、利益剰余金でありますが、減債積立金につきましては、前年度処分額として、

議会の議決により利益剰余金を処分し、減債積立金に積み立てた２,０００万円、当

年度変動額として、当年度に取り崩した金額２,０００万円でありますので、当年度

末残高は５７０万円となっています。 

  建設改良積立金につきましては、前年度処分額として４,５００万円で、当年度変

動額は建設改良事業に充てるために取り崩した金額３,２８９万９,２５２円でありま

すので、当年度末残高は１,８３６万７５２円となっており、積立金合計額は２,４０

６万７５２円であります。 

  未処分利益剰余金につきましては、２億３,６１８万７,８４２円となっております。 

  資本合計としまして、前年度末合計が１６億９,６７３万８,５８７円、処分後残高

につきましては、同額で、当年度変動額が６,４８１万３,３９３円でありますので、

当年度末残高は１７億６,１５５万１,９８０円となります。 

  次に、１０ページの剰余金処分計算書 （案）について説明いたします。 

  剰余金の処分でございますが、２億３,６１８万７,８４２円の未処分利益剰余金を

計上しましたので、減債積立金に２,０００万円を積み立てるとともに、建設改良積

立金に４,４００万円、計６,４００万円を積み立てさせていただきます。また、５年

度の決算において補てん財源として使用した５,２８９万９,２５２円について、資本

金に組み入れさせていただき、処分後残高を１億１,９２８万８,５９０円とさせてい

ただきます。 

  次に、１１ページ、鬼北町水道事業貸借対照表について説明いたします。 

  固定資産のうち、有形固定資産は、土地、建物、構築物などの区分ごとに資産の年

度末残現在高、減価償却累計額、償却未済高を示したもので、年度末の固定資産合計

額は、右端の４７億１,０７６万８,８５３円となっております。流動資産につきまし

ては、現金預金、未収金、貯蔵品、前払金で、流動資産合計は２億１,７３８万８,４
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９４円となっております。これらを合わせました資産合計は、４９億２,８１５万７,

３４７円となっております。 

  １２ページをご覧ください。 

  負債の部について説明いたします。固定負債は企業債及び引当金で、合計額が１５

億７,９６７万５,２６６円であります。流動負債は、企業債、引当金、未払金、その

他の流動負債の合計で２億２,１３１万２,６７６円です。繰延収益については、長期

前受金と長期前受金収益化累計額で、合計額が１３億６,５６１万７,４２５円です。

固定負債と流動負債を合わせ、及び繰延収益を合わせました負債合計額は、３１億６,

６６０万５,３６７円となっております。 

  次に、資本の部について説明いたします。 

  資本金につきましては、自己資本金が１４億８,８３８万２３７円であります。 

  １３ページに移りまして、剰余金につきましては、資本剰余金及び利益剰余金の剰

余金合計額が２億７,３１７万１,７４３円。資本金と剰余金を合わせました資本合計

１７億６,１５５万１,９８０円でありますので、負債資本合計額は４９億２,８１５

万７,３４７円となっております。 

  次に、１４ページ以降につきましては、今まで説明いたしました決算書附属書類と

して費用明細書等及び事業報告書を載せておりますので、お目通しをお願いいたしま

す。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○保健介護課長（谷口美穂君） 

  続きまして、議案第５７号、令和５年度鬼北町病院事業会計決算の認定について説

明いたしますので、病院事業会計決算書の１ページ、２ページをお開きください。 

  鬼北町病院事業会計決算報告書について説明をいたします。項別の決算額とその主

な内容についての説明とさせていただきます。 

  まず、収益的収入及び支出のうち、収入についてでありますが、１款、１項、医業

収益は６億７,１００万９,７１８円でありまして、主に入院収益と外来収益でありま

す。 

  ２項、医業外収益２億２,５５５万８,６４８円につきましては、他会計負担金と補

助金、長期前受金戻入が主なものであります。 

  ３項、附帯事業収益２,７１８万８,５５７円につきましては、訪問看護ステーショ

ン収益であります。 

  ４項、特別利益４,７３２万５２円につきましては、過年度損益修正益５万５,５０



－124－ 

３円及びその他特別利益４,７２５万９,０００円、県補助であります。 

  次に、支出でありますが、１款、１項、医業費用は９億９００万４,８４１円であ

りまして、病院事業の運営に要した経費と減価償却費が主なものであります。 

  ２項、医業外費用２,３８２万８,７３９円につきましては、企業債償還金利息及び

雑損失であります。決算額２,３８２万８,７３９円のうち、現金の支出を伴わない経

費で予算額を超過して支出した額は１,９２４万７,７３９円であります。 

  ３項、附帯事業費用２,３４１万９,８１２円につきましては、訪問看護ステーショ

ンの運営に要した経費であります。 

  ４項、特別損失３,２７８万３１６円につきましては、過年度損益修正損であり、

この科目は、前年度未収金計上額の差異を計上したものです。決算額３,２７８万３

１６円のうち、現金の支出を伴わない経費で予算額を超過して支出した額は、３,２

７８万３１６円であります。 

  次に、３ページ、４ページにまいりまして、資本的収入及び支出のうち、収入につ

いてでありますが、１款、１項、企業債２億５,６６０万円につきましては、医療情

報システム及び自家発電設備更新等に伴います企業債であります。 

  ２項、他会計負担金１,２８８万７,３１６円につきましては、起債償還金に係る一

般会計からの繰入金であります。 

  ３項、補助金２,０８２万８,０００円につきましては、生化学自動分析装置等に係

る国庫補助金であります。 

  次に、支出についてでありますが、１款、１項、建設改良費７,４６７万１６７円

につきましては、中央監視装置等更新に係る建設改良費であります。 

  ２項、固定資産購入費１億６,００６万６,０００円につきましては、医療情報シス

テム設置に係る固定資産購入費であります。 

  ３項、企業債償還金２,５７７万４,６３１円につきましては、企業債元金分であり

ます。 

  資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１,５４３万５,４８２円につきま

しては、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額８５万１,４３３円、過年度

分損益勘定留保資金１,４５８万４,０４９円で補てんをいたしました。 

  次に、５ページの鬼北町病院事業損益計算書について説明いたします。 

  医業損益につきましては、２億３,７５９万６,０２６円の損失、医業外損失は２億

４９万４,５９０円の利益であります。経常損益は３,７１０万４３６円の経常損失で

あります。また、附帯事業損益の訪問看護ステーション損益につきましては、３７５
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万９,０８３円の附帯事業利益となっておりまして、当年度の純損失は１,８８０万８,

１６６円となっております。 

  次に、７ページ、８ページの剰余金計算書についてでありますが、前年度未処理欠

損金３億２,３１７万３,８３８円に、先ほどの当年度純損失を加え、当年度未処理欠

損金は３億４,１９８万２,００４円となります。 

  次に、９ページをお開きください。 

  令和５年度鬼北町病院事業欠損金処理計算書（案）について説明いたします。 

  令和５年度におきましては、３億４,１９８万２,００４円の未処理欠損金が生じま

したので、同額を翌年度に欠損金として繰り越しするものであります。 

  次に、１０ページの鬼北町病院事業貸借対照表について説明をいたします。 

  まず、資産の部でありますが、固定資産合計は１４億６,７６１万３,１６４円、流

動資産合計は２億４,４９０万４,０３７円でありまして、資産合計は１７億１,２５

１万７,２０１円であります。 

  次に、１１ページにまいりまして、負債の部についてでありますが、固定負債合計

は４億９８４万３,７４０円、流動負債合計は７,２６２万６,９５８円であります。

繰延収益合計につきましては、７億８,２６７万９,８１８円の繰延収益でありまして、

負債合計は１２億６,５１５万５１６円であります。 

  次に、１２ページにまいりまして、資本の部についてでありますが、資本金はゼロ

円、剰余金合計は４億４,７３６万６,６８５円、資本合計は４億４,７３６万６,６８

５円でありまして、負債資本合計は１７億１,２５１万７,２０１円であります。 

  次に、１３ページにまいりまして、キャッシュ・フロー計算書についてであります

が、業務活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フロー及び財

務活動によるキャッシュ・フローに分けております。資金期末残高は７,４０３万４,

６１１円であります。 

  次のページ以降につきましては、費用明細書等をお示ししておりますので、お目通

しをお願いいたします。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○環境保全課長（森  明君） 

  それでは、議案第５８号、令和５年度鬼北町下水道事業会計決算の認定につきまし

て説明いたします。 

  決算書の２ページ、３ページをお開きください。 

  鬼北町下水道事業決算報告書につきまして、予算額の欄を省略し、３ページの決算
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額の欄により説明いたします。 

  まず、収益的収入及び支出の収入につきましては、総額１億８,３５０万１,９８５

円であります。内訳といたしまして、第１款、第１項、営業収益につきましては、６,

０６３万８,２８０円で、主に下水道使用料であります。 

  第２項、営業外収益につきましては、１億２,０５２万３,３７１円で、一般会計か

らの負担金及び補助金、そして長期前受金戻入を計上したものであります。 

  第３項、特別利益につきましては、２３４万３３４円で、令和４年度分の消費税還

付金を計上したものであります。 

  次に、支出につきましては、決算総額１億８,３８６万２,７３８円でございます。 

  第１款、第１項、営業費用につきましては、１億７,４６２万３,７５７円で、内訳

につきましては、環境費、ポンプ場費、処理場費、総係費、減価償却費、資産減耗費

であります。 

  第２項、営業外費用につきましては、８４９万８,８９５円で、企業債利益等であ

ります。 

  第３項、特別損失につきましては、７４万８６円を計上しております。 

  第４項、予備費の支出はございません。 

  次に、４ページ、５ページをお願いします。 

  資本的収入及び支出の収入につきましては、５ページの決算額の総額で６,９８０

万３,２５５円であります。 

  第１款、第１項、企業債につきましては、１,３００万円を計上。 

  第２項、補助金１,９１４万１,９７０円につきましては、工事請負費に対します国

県補助金及び一般会計からの補助金であります。 

  第３項、負担金等３,７６６万１,２８０円につきましては、一般会計からの負担金

及び受益者負担金であります。 

  支出につきましては、総額６,６７４万２１６円であります。 

  第１款、第１項、建設改良費３,２５７万９,０３２円では、環境建設改良費、ポン

プ場施設改良費であります。 

  第２項、企業債償還金につきましては、３,４１６万１,１８４円で、農業集落排水

事業につきましては３１件、公共浄化槽事業につきましては２９件の償還金の件数で

ございます。 

  次に、６ページをお願いします。 

  特例的収入及び支出につきまして説明いたします。 
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  この決算報告につきましては、特別会計から企業会計の移行に伴い、特別会計の令

和５年３月末の打切決算により発生いたしました債権を特例的収入として、債務を特

例的支出として会計処理したものであります。 

  特例的収入の決算額につきましては、１,５７９万５,３８０円は営業未収金として、

使用料につきましては１１０万２,３８０円、その他の未収金として国県補助金７８

０万円、一般会計繰入金６８９万３,０００円であります。 

  特例的支出の決算額１,４５９万１,２００円につきましては、未払金といたしまし

て、主に農業集落排水事業の工事請負費の１,３８６万円であります。 

  次に、７ページの決算損益計算につきまして説明をいたします。 

  この損益計算書につきましては、消費税抜きでの計算書となっております。右端の

を差引合計額で説明をいたします。 

  営業収支につきましては、１億１,５２３万３,２５９円の損益、営業外収支は１億

１,３４９万９,１８２円の利益であります。差引き１７３万４,０７７円の経常損失

でありますけれども、あと特別利益及び特別損失の差引分を含めて、当年度は１３万

３,８２９円の純損失として、当年度末、未処理欠損金として同額の１３万３,８２９

円を計上しております。 

  次に、８ページ、９ページをお開きください。 

  剰余金計算書につきまして説明いたします。 

  ８ページ、資本金でありますが、当年度末残高でありますけれども、４億７,２７

４万９,９７４円となっております。 

  ９ページの資本剰余金合計につきましては、５,０４５万４,７６９円。 

  次に、利益剰余金合計につきましては、マイナス１３万３,８２９円で、未処理欠

損金となっております。 

  資本合計は、当年度末残高で５億２,３０７万９１４円であります。 

  次に、１０ページをお開きください。 

  欠損金処理計算書案につきまして説明いたします。 

  欠損金の資本につきましては、１３万３,８２９円の未処理欠損金を計上しました

ので、鬼北町下水道事業の剰余金の処分等に関する条例第４条、欠損の処理の規定に

よりまして、繰越欠損金といたしまして処理をさせていただいております。 

  １１ページをお願いします。 

  鬼北町下水道事業貸借対照表につきまして説明いたします。 

  固定資産の土地・建物・構築物などの有形固定資産につきましては、令和５年度末
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で２６億６,７０８万８,０８４円となっております。流動資産につきましては、現金

預金と未収金の合計で２,７１２万４,５４２円となっており、資産合計といたしまし

て、２６億９,４２１万２,６２６円を計上しております。 

  １２ページをお願いします。 

  負債の部について説明いたします。 

  固定負債は、企業債といたしまして３億９,２３３万７,１６３円を計上しています。

流動負債は企業債、賞与等引当金、未払金、その他流動負債の合計で３,９７３万８,

９９４円となっております。繰延収益につきましては、長期前受金と長期前受金収益

化累計額で、合計額は１７億３,９０６万５,５５５円であります。固定負債と流動負

債及び繰延収益を合わせました負債合計といたしまして、２１億７,１１４万１,７１

２円となっております。 

  １３ページに移りまして、資本の部分につきまして説明いたします。 

  資本につきましては、自己資本金が４億７,２７４万９,９７４円であります。剰余

金につきましては、資本剰余金及び利益剰余金の合計が５,０３２万９４０円であり

ます。資本金と剰余金を合わせました資本合計が５億２,３０７万９１４円でありま

すので、令和５年度末の負債資本の合計額は、２６億９,４２１万２,６２６円となっ

ております。 

  次に、１４ページ以降につきましては、今まで説明いたしました決算附属処理とし

て収益費用明細書などの各種明細書や事業報告書を載せておりますので、お目通しを

お願いいたします。 

  以上で説明を終わります。御審議をよろしくお願いします。 

○議長（程内 覺君） 

  説明が終わりました。 

  お諮りします。 

  日程第３、議案第５０号から、日程第１１、議案第５８号までの９件については、

９月１９日に改めて審査を行うことにします。 

  これに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、日程第３、議案第５０号から日程第１１、議案第５８号までの９件に

ついては、９月１９日に改めて審査を行うことに決定しました。 
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  ここで、しばらく休憩をします。 

  再開を１０時３０分とします。 

休憩 午前１０時１４分 

                           

再開 午前１０時３０分 

○議長（程内 覺君） 

  休憩前に引き続き会議を始めます。 

 

  日程第１２、議案第５９号、令和６年度鬼北町一般会計補正予算（第３号）につい

てを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１２、議案第５９号、令和６年度鬼北町一般会計補正予算（第３号）につい

て、提案理由の説明をいたします。 

  今回の補正における歳出の主なものといたしましては、人事異動等に伴う人件費の

調整のほか、ＫＩＨＯＣＡカードの利用拡大のためのポイント付与に係る交付金、福

祉避難所の機能強化として備蓄品を整備するための費用、三角ぼうし・夢産地の青空

市出荷者への物価高騰対策補助金等を追加計上するものであります。 

  また、歳入につきましては、事業実施に伴う特定財源等を追加計上しております。 

  この結果、歳入歳出それぞれ１億１,８００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を

９５億１,１５０万円とするものであります。 

  詳細につきまして、総務財政課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  それでは、一般会計補正予算（第３号）について御説明いたします。 

  なお、本日お手元にＡ４、１枚の説明資料をお配りしておりますので、併せてご覧

ください。 

  はじめに、歳出予算から説明いたしますので、予算書１１ページをご覧ください。 

  今回の補正予算には、人事異動等に伴う人件費について所要の調整を行っておりま

すが、これについては説明を省略させていただき、主なものについて御説明いたしま

す。 

  ２款、１項、１目、一般管理費、８節、普通旅費７５万円は、ＪＲの利用促進とし
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て職員が松山市へ出張する場合の鉄道運賃を計上するものであります。 

  ２款、１項、５目、財産管理費、２４節、減債基金積立金４,６５０万円は、公債

費の将来負担に備えるために積立てをするものであります。 

  １２ページをご覧ください。 

  ２款、１項、６目、企画費の１８節、電子通貨利用者支援金４７０万円は、ＫＩＨ

ＯＣＡの利用拡大に伴う入金時のチャージボーナス１％、行政サービスや施設利用時

等に付与する行政ポイント、また、５,０００円以上のチャージをした場合、町民の

方に２,０００円分のポイントを付与するプレミアムポイントに要する経費でありま

す。 

  次に、２款、１項、１５目、近永駅周辺賑わい創出事業費、１２節、高校魅力化事

業委託料１９８万円は、公営塾の地域おこし協力隊２名の任期が令和７年３月で切れ

ることから、その募集業務を委託する経費であります。 

  次に、１４ページをお開きください。 

  ３款、１項、１目、社会福祉総務費、１０節、消耗品費３１０万３,０００円、１

７節、機械器具費３７７万５,０００円は、福祉避難所機能強化整備促進事業として

町内の福祉避難所に防災備蓄用品を整備するものであります。 

  次に、１８ページをご覧ください。 

  ５款、１項、３目、農業振興費、１８節、青空市物価高騰対策支援事業費補助金２

４０万円は、日吉夢産地の青空市出荷者への物価高騰支援で、売上金の３％を補助す

るものであります。 

  同ページ、５款、２項、２目、林業費、１８節、鬼のまちづくり推進事業費補助金

２８８万５,０００円は、森の三角ぼうしＥＣサイトデザイン作成や、製品ラベルデ

ザイン制作等に係る補助金となります。同じく１８節、青空市物価高騰対策支援事業

費補助金２５５万円は、先ほどの夢産地と同じく、森の三角ぼうしの青空市出荷者へ

の物価高騰支援で売上金の３％を補助するものであります。 

  続いて、６款、１項、２目、商工振興費、１８節、起業チャレンジ支援事業費補助

金３００万円は、民泊施設整備補助の申請件数の増により増額補正をするものであり

ます。 

  続いて、１９ページをご覧ください。 

  ６款、１項、３目、観光費、１８節、観光施設整備事業費補助金８７万８,０００

円は、愛治地区内山展望台の整備に係る補助金であります。 

  続いて、７款、２項、１目、道路維持費、１４節、道路補修工事請負費１,３００
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万円は、町道成川線の道路防災工事で落石防止柵の設置に係る経費であります。 

  ２０ページをお開きください。 

  ７款、３項、２目、砂防費、１４節、がけ崩れ防災対策工事請負費９００万円は、

資材費、労務費の上昇により増額補正をするものであります。 

  同ページ、９款、１項、３目、国際交流事業費、２４節、人材育成ふるさと基金積

立金１,０００万円は、メカニカルカーボン工業株式会社様より頂いた教育振興費寄

附金１,０００万円を積み立てるものであります。 

  続いて、２２ページをお開きください。 

  ９款、４項、４目、文化費、１２節の設計委託料１,３５３万円は、井谷家住宅後

背斜面対策工事調査解析設計業務に係る経費であります。 

  同目、１８節の文化財保存伝承事業費補助金５０万円は、吉波の恵比寿神社本殿の

改修に係る補助金であります。 

  次に、歳入予算について御説明いたしますので、８ページをお開きください。 

  ８ページ、１０款、１項、１目、地方交付税、１節、普通交付税６,５９６万９,０

００円は、交付額の決定により増額補正をするものであります。 

  次に、１４款、２項、１目、総務費国庫補助金、５節、戸籍住民基本台帳費国庫補

助金１７４万９,０００円は、戸籍情報システム改修に対する国庫補助金となります。 

  １４款、２項、６目、教育費国庫補助金の３節、登録有形文化財建造物保存修理事

業費国庫補助金８８５万６,０００円は、井谷家住宅保存整備事業に対する補助金で

あります。 

  次に、１５款、２項、１目、総務費県補助金、３節、携帯電話等エリア整備事業費

県補助金１,１０３万６,０００円は、当初予算で計上しております携帯電話基地局整

備に対する県補助金であります。 

  次に、１５款、２項、２目、民生費県補助金、１節、福祉避難所機能強化整備促進

事業費県補助金３４０万８,０００円は、福祉避難所の防災備蓄用品整備に対する補

助金であります。 

  次に、１７款、１項、４目、教育費寄附金、１節、教育振興費寄附金１,０００万

円は、メカニカルカーボン様より頂いた寄附金であります。 

  次に、９ページをご覧ください。 

  １８款、２項、３目、公共施設等整備管理基金繰入金、１節、公共施設等整備管理

基金取り崩し１,８７０万円は、病児保育施設整備について、当初予算で過疎債を充

当しておりますが、県とのヒアリングの中で過疎債の対象にならないということで、
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財源を基金に繰り替えるものであります。 

  ２１款、１項、１目、総務債、７節、携帯電話エリア整備事業債の９７０万円の減

額につきましては、今回、県補助金がついたために財源を組替えで、減額補正とする

ものであります。 

  次に、２１款、１項、５目、商工債、１節、商工振興債（ソフト）３００万円につ

きましては、歳出の６款、１項、２目、商工振興費の起業チャレンジ補助金に充当す

るものであります。 

  次に、１０ページの２１款、１項、８目、教育債、文化債４７０万円は、歳出９款、

４項、４目、文化費の井谷家住宅保存整備事業に充当する起債となります。 

  次に、債務負担行為の補正について説明をいたしますので、４ページをお開きくだ

さい。 

  追加の１０番、多世代交流施設備品購入事業につきましては、令和６年度から７年

度にかけて整備を行います、多世代交流施設で使用する備品を購入するもので、債務

負担の期間を令和６年度から７年度までとし、限度額を２,０００万円とするもので

あります。 

  続いて、５ページをご覧ください。 

  第３表の地方債補正であります。 

  この表につきましては、先ほどの歳入で説明いたしました２１款の町債につきまし

て、起債の目的ごとに並び替えた表となります。それぞれ起債の限度額を補正するも

のであります。起債の方法、利率、償還の方法については、補正前と同じとなってお

ります。 

  続きまして、給与費明細書について説明いたしますので、２４ページをご覧くださ

い。 

  ２４ページ、１、特別職について御説明いたします。 

  職員数１０人減、報酬１５万５,０００円の減につきましては、９款、４項、４目、

文化費の史跡公園運営委員報酬を報償費に組み替えたことによる減であります。 

  次に、２５ページをご覧ください。 

  一般職、（１）総括について御説明いたします。 

  報酬が６２９万４,０００円の増、給料が２,５８２万２,０００円の減、職員手当

が１,０８３万円の減、共済費が６７０万９,０００円の増、増減理由につきましては、

いずれも人事異動等に伴うものであります。 

  ２６ページにつきましては、正職員の内訳、２７ページは会計年度任用職員の内訳
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となっております。 

  ２８ページ、（２）の給与及び職員手当の増減の明細以降につきましては、説明を

省略いたしますので、お目通しを願います。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（程内 覺君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

○６番（赤松俊二君） 

  それでは、１点だけ、先般の一般質問でもさせていただきましたが、１２ページの

２款、１項、６目、１８節の電子通貨利用支援金４７０万、これについての積算。そ

れと、私自身ちょっとこの支援金のイメージが湧かないのですが、もっと具体的にど

ういうふうにポイントとか、支援をされるのか、その辺２点お伺いいたします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  企画振興課長が答弁をいたします。 

○企画振興課長（小川秀樹君） 

  今ほど御質問いただきました１２ページの２款、１項、６目、１８節、電子通貨利

用者支援金４７０万計上をしております。主に３点の部分について積算をし、計上を

しているところでございます。 

  まず、１点目ですが、今現在ＫＩＨＯＣＡを御利用いただく方につきましては、チ

ャージをしていただいた場合に、１％のチャージボーナスというのを付与させていた

だいております。今回１８歳以上に利用者を拡大させていただきますので、その分、

追加として２０万のチャージボーナス分を計上しております。積算といたしましては

２,０００人の方が平均１万円程度をチャージをしていただくということで想定いた

しまして、２０万円分のチャージボーナス分を追加で計上しております。 

  ２点目なんですが、一般質問の折にも御説明があったと思いますが、行政ポイント、

町の行政サービス事業に参加していただいた際、または町の施設を利用していただい

た際、そういった際にですね、行政ポイントとして利用者の方、または参加者の方に

ポイントを付与させていただくということを今検討させていただいているところであ

りまして、各担当課よりそれぞれの事業のほうを洗い出しをいただきまして、企画振

興課のほうで集計をさせていただいた結果、現在当初リリースとして１０前後の行政

ポイント事業を集約してリリースをさせていただこうと検討しておりまして、そちら
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に係る経費が５０万ということで積算をしております。 

  最後、３点目につきましては、プレミアムポイントというような、仮称ではござい

ますが、ある一定期間におきまして５,０００円以上のチャージをいただいた方に、

２,０００円分のポイントを付与するという形を想定をしております。こちらも２,０

００人の方を大体想定しておりまして、４００万円の積算で予算を計上させていただ

いているところです。 

  ２点目のどのように展開をしていくのかということでございますが、こちらは早め

にリリースはさせていただきたいと考えておりますが、しっかりと周知をさせていた

だいて、皆さんに情報が行き渡るような周知等を取った上で、それぞれの事業を展開

をさせていただきたいと思っておりますので、早ければ１１月にはそういった形で取

組を推進してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○６番（赤松俊二君） 

  今ほど詳細な説明を受けましたが、結局ほしたら、期間限定で今現在チャージをす

るときには、１％の電子マネーを付与されると。今回機械を限定して５,０００円で

すか。５,０００円以上チャージされた方は、そこにポイントで、電子マネーを付与

される、今までの１％と今度２,０００円ですか。それを合わせた金額を電子マネー

で付与される。１％の付与は期間限定ではなく、２,０００円の電子マネーは、期間

を限定して最初の普及率を高めるためにやられる、そういう考えですか。 

  それと、もう１点は、今回はこの対象者は６５歳以上、免許証を返納された方、そ

してまた免許を持たれてない方は、もう既にＫＩＨＯＣＡカードを発行され、支援事

業をされると思いますが、その方もこの今予算を立てたこの事業に対して対象になる

のか。 

  それと、もう１点は、今ほど行政ポイントと言われましたが、そのポイントをどう

やってつけられるのでしょうか。あくまでもカードを持っておられる方が対象なのか、

そこら辺、この２点お伺いいたします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  企画振興課長が答弁をいたします。 

○企画振興課長（小川秀樹君） 

  まず１点目、御質問いただきました。先ほどちょっと回答のほうで不足している部

分について補足をさせていただきますと、チャージボーナス１％分は期間限定ではな

くて、このＫＩＨＯＣＡの制度においてチャージをしていただいた場合には、もう
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１％で運用をしていくということでございます。 

  プレミアムチャージボーナスの部分につきましては、期間限定とさせていただく予

定としております。なので、１回限りということで現在検討しております。 

  考え方としましては、例えば５,０００円をチャージしていただきますと、チャー

ジしていただいた中には、２,０００円のプレミアムチャージボーナスがつくので、

７,０００円という形になります。その７,０００円分については、町内の登録してい

ただいた事業者で御利用をいただくことが可能となる、そのように予定をしておりま

す。 

  最後、行政ポイントにつきましては、こちらはあくまでもポイントでございますの

で、ポイントにつきましては、ある程度貯まった段階で御使用をいただくという形で

構築をしていきたいと考えておりますが、マネーとして御利用いただくことも可能で

はないかというようなことを今検討しておりますので、そちらは早期に詳細を固めた

上で、また周知を図っていきたいなと考えております。 

  次に、２点目の現在６５歳以上で免許を持っておられない方が対象となっているが、

持っていない方も対象になるのかというような御質問であったかと思いますが、今回

は商工展開を図る上で、町内外を問わず１８歳以上の方は申込みをいただくことによ

って、このＫＩＨＯＣＡ制度利用が可能となりますので、ＫＩＨＯＣＡを申し込みい

ただき、ＫＩＨＯＣＡカードを持っている方につきましては、今回の行政ポイントで

あり、チャージボーナスであり、そういった部分につきましては、対象とさせていた

だくことになります。 

  最後、３点目の行政ポイントの付与の仕方ということで御質問があったと思います

が、それぞれポイント事業の内容によってですね、やり方が異なるんじゃないかと思

っております。なので、例えば施設利用をされた際にですね、ポイントをその場でリ

アルで付与する場合には、付与することのできる端末が必要となりますので、そうい

った端末の備付けが可能な場合というのは、その場でリアルでポイントを振らせてい

ただく。また、イベント参加された際に、名簿等の整理がつくような事業でありまし

たら、その名簿を基に担当課で後日ポイントを振らせていただくということで、その

場でリアルにポイントを振る場合、または後日、一括でポイントを振らせていただく

場合、そういった形でそれぞれに内容によって付与の仕方は変わってくるんじゃない

かと思っております。 

  以上です。 

○町長（兵頭誠亀君） 
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  すみません。２点目のポイントを付与するという部分で、イメージなんですけども、

一番分かりやすいのは、先ほど私が施策の成果で御報告しました、国保の特定健診を

受けられた方にもポイントを付与しようと。これはポイント、自分の健康を確認する

ため、チェックするための健康診断でありますけども、それによって、多くの方が健

康診断を受けられたら大病にならなくて済むというようなところもあって、それは町

全体とすれば、健康増進につながるだろうと、それから医療費の低減につながるだろ

うというふうなことです。 

  あと、イベントなんですけども、別にポイントを付与するためにイベントに参加さ

れる方はいらっしゃらないと思うんですけども、ただ、そういうふうなところで一人

ひとりがまちづくりに参画しているというふうな意識を数年かけてどんどんやってい

くべきじゃないかなというところであります。 

  また、もう一つ、今１８歳以上というふうにありましたけども、理想とすれば、将

来的に子どもたちもカードを持ってですね。例えば成績が優秀とか、それからスポー

ツで優勝したとかいうことではなしに、例えば道徳的な部分で、一番挨拶が１年間通

してできましたよというふうなところにポイントをつけることによって、何が社会に

とって自分の置かれとる立場が大切なのかというようなところも考えてもらえるとい

うようなことができれば、それも将来的には考えてもいいんじゃないかなというふう

にも思っていますし、このＫＩＨＯＣＡの地域通貨というものの広がりというものを

ですね、ぜひ御理解いただくためにも、そういうなポイントをつけるべきではないか

なというふうに発想いたしました。御理解いただきたいと思います。 

○６番（赤松俊二君） 

  最後１点だけ、今の行政ポイント、いろいろ支援事業、これはあくまでも確認です

が、あくまでもポイントをチャージしてポイントを持参されてる方が対象、その考え

でよろしいですか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  企画振興課長が答弁いたします。 

○企画振興課長（小川秀樹君） 

  今ほど御質問をいただいた内容で結構だと思います。 

○議長（程内 覺君） 

  赤松議員、了承ですか。 

○６番（赤松俊二君） 

  了承。 
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○議長（程内 覺君） 

  ほか、質疑ありますか。 

○４番（中山定則君） 

  １４ページ、３款、１項、１目、１０節の需用費３１０万３,０００円と１７節の

備品購入費３７７万５,０００円、説明資料にあるんですが、先ほど説明があったか

もしれないんですが、機械器具費３７７万５,０００円の内容について説明をお願い

します。 

  それと、今回の補正予算で人件費関係、人事異動に伴う異動ということで説明は省

略されましたが、人事異動の発令日と、この時期に人事異動された理由について説明

をお願いします。退職によるもの、退職者が出たから人事異動が必要になったのか、

会計間異動も４人ずつあるようですが、その辺説明ができる範囲で説明をお願いいた

します。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  １点目を町民生活課長、２点目を総務財政課長が答弁いたします。 

○町民生活課長（善家直邦君） 

  それでは、御質問いただきました３款、１項、１目、１７節、備品購入費の機械器

具費の内容について御説明をさせていただきます。 

  こちらにつきましては福祉避難所に配備予定している備品でございまして、防災倉

庫、それから防災倉庫の屋内に置く倉庫、それからポータブルトイレ、車椅子、ウオ

ータータンク、インバーター発電機などになっております。いずれにしましても、現

時点で各福祉避難所のほうに必要数の聞き取りを行いまして、施設から要望のあった

分を今回予算計上させていただいております。 

  以上です。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  人件費につきましては、当初予算の折には、前年度の体制で予算を組んでおります

が、その後、４月１日付で異動があった分を今回補正をしておるというところでござ

います。 

  退職等につきましては、見込んでおった額よりも多かったということで、退職１名

というふうに出ております。 

  以上です。 

○議長（程内 覺君） 

  中山議員、了承ですか。 
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○４番（中山定則君） 

  はい。 

○議長（程内 覺君） 

  ほか、ありませんか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  ４ページの負担行為補正ということで、多世代交流設備購入事業ということで２,

０００万円、これ具体的に分かれば教えてほしいんです。 

  それと、９ページの１８款、公共施設等整備管理基金繰入金で１,８７０万、これ

過疎債が出なくなったんで、これを取り崩したという説明があったんですが、何で過

疎債が出なくなったのか、それを説明をお願いします。 

  それと、もう１点、１８ページの１８節、農林公債費で日吉夢産地青空出荷者への

補助金、それから１８ページの林業費、これも同じように青空の関係で補助金が出る

ようになっとるんですが、農業費と林業費、同じように使われていますが、これ、ど

ういうふうに分けられとるか説明をお願いします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  １点目が企画振興課、２点目が総務財政課、それから、３点目は農林課長がそれぞ

れ説明をいたします。 

○企画振興課長（小川秀樹君） 

  それでは、１点目のまず４ページ、多世代交流施設備品購入事業の債務負担行為の

補正の内容でございますが、現在担当課で進めております、多世代交流施設等の整備

をしたときにおける備品等を予定しておりますが、完成予定を来年度の８月、９月に

は予定をしているところですが、ある程度の時期で備品等の契約等をさせていただく

中で、建物ができた後に早急に整備をしていかないといけないということで、債務負

担行為のほうを計上させていただいております。２,０００万の計上のうち、概要と

いたしましては、２階に宿泊施設等がございますので、そちらベッドであり、また生

徒のテーブルであり、机であり、照明設備であり、そういったものに係る家具用品等

につきまして大体１,５００万程度、あと食堂であったり、洗濯とかもしますので、

そういった電化製品に係る備品等につきまして５００万程度ということで、合わせて

概算ではございますが、上限で２,０００万円ということで今回補正で上げさせてい

ただいております。 

  以上です。 

○総務財政課長（水野博光君） 
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  ２点目の公共施設の基金の取り崩し、過疎債が対象外になったのはなぜかというこ

とでございますが、当初過疎債を計上しておりましたが、病児保育の対象が保育園に

入ってない方も対象であり、小学生まで対象であるということで、過疎債の保育のメ

ニューには対象にならないということで、基金のほうへ組み替えたものであります。 

  以上です。 

○農林課長（奥藤幸利君） 

  ５款、１項、３目の農業振興費と５款、２項、２目の林業振興費の使い分けについ

ての御質問でありましたが、５款、１項、３目につきましては、日吉夢産地の青空市

への補助金となっております。 

  ５款、２項、２目の青空市の補助金につきましては、森の三角ぼうしの生産者の支

援の補助金としております。これにつきましては、もともと建設当時の国費の補助金

の関係で、日吉夢産地は農業系の国庫補助金で建設いたしました。森の三角ぼうしに

つきましては、林業系の国庫補助金を使って建設した経緯がありますので、補助金の

項目を分けているような形で整理をさせていただいております。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（程内 覺君） 

  兵頭議員、了承ですか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  了解。 

○議長（程内 覺君） 

  ３点とも了承ですか。 

○２番（兵頭 稔君） 

  はい。 

○議長（程内 覺君） 

  ほか質疑ありますか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 
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  討論なしと認めます。 

  これから議案第５９号、令和６年度鬼北町一般会計補正予算（第３号）についてを

採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５９号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１３、議案第６０号、令和６年度鬼北町介護保険特別会計補正予算（第１号）

についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１３、議案第６０号、令和６年度鬼北町介護保険特別会計補正予算（第１号）

について、提案理由の説明をいたします。 

  今回の補正における歳出の主なものといたしましては、総務管理費、基金積立金及

び償還金について増額補正するとともに、歳入につきましては、一般会計繰入金及び

繰越金について増額補正し、基金繰入金等について減額補正するものであります。 

  この結果、歳入歳出それぞれ５,７０９万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を１７億９３３万８,０００円とするものであります。 

  詳細につきましては、保健介護課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○保健介護課長（谷口美穂君） 

  議案第６０号、令和６年度鬼北町介護保険特別会計補正予算（第１号）について御

説明いたします。 

  歳出から御説明いたしますので、７ページをお開きください。 

  １款、１項、１目、一般管理費等、１款、３項、１目、介護認定審査会費、３款、

２項、１目の包括的支援事業費につきましては、４月の人事異動に伴う人件費の調整

によるものです。その内訳につきましては、お目通しください。 

  ３款、２項、２目、任意事業費につきましては、印刷製本費９万１,０００円を増

額補正し、補正後の額を６０２万５,０００円とするものです。補正の理由は、認知

症高齢者等の見守りを目的とするステッカーの印刷によるものです。 
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  ４款、１項、１目、介護給付費準備基金積立金につきましては、１,８８６万４,０

００円を増額補正し、補正後の額を１,８９３万４,０００円とするもので、２４節、

積立金を補正しております。これは令和５年度決算剰余金６,２８３万５,１７９円か

ら、前年度に交付を受けた国庫支出金及び支払基金等の精算に係る返還額等を差し引

きした額を積み立てるものです。 

  次に、８ページをお開きください。 

  ５款、１項、２目、償還金につきましては、３,８３０万１,０００円を増額補正し、

補正後の額を３,８３０万２,０００円とするもので、２２節、償還金利子及び割引料

を補正しております。これは令和５年度に引き受けた国庫支出金等の額の確定に伴い、

超過交付金を返還するためのものです。 

  続きまして、歳入について説明いたしますので、５ページをお開きください。 

  ４款、２項、３目、地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援事業総合事業以

外）につきましては、４８万５,０００円を減額補正し、補正後の額を１,２３１万円

とするもので、包括的支援事業費及び任意事業費の減額に伴い、所要の額を補正する

ものです。 

  ６款、２項、２目、地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外）

につきましては、２４万３,０００円を減額補正し、補正後の額を６１５万４,０００

円とするもので、包括的支援事業費及び任意事業費の減額に伴い、所要の額を補正す

るものです。 

  ８款、１項、３目、地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業以外）

は、２４万３,０００円を減額補正し、補正後の額を６１５万４,０００円とするもの

で、包括的支援事業費及び任意事業費の減額に伴い、一般会計からの繰入額を減額補

正するものです。 

  ８款、１項、５目、事務費一般会計繰入金は、１１９万３,０００円を増額補正し、

補正後の額を５,３０１万円とするもので、一般管理費の増額及び介護認定審査会費

の増額に伴い、一般会計からの繰入額を増額補正するものです。 

  ８款、２項、１目、介護給付費準備基金繰入金につきましては、５９５万８,００

０円を減額し、補正後の額を３,１４８万７,０００円とするもので、歳入歳出の決算

見込みにより、不足額を基金からのとりくずしとするものです。 

  ９款、１項、１目、繰越金につきましては、６,２８３万４,０００円を増額補正し、

補正後の額を６,２８３万５,０００円とするものです。前年度からの決算剰余金です。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 
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○議長（程内 覺君） 

  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第６０号、令和６年度鬼北町介護保険特別会計補正予算（第１号）に

ついてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第６０号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１４、議案第６１号、令和６年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計補正予

算（第１号）についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１４、議案第６１号、令和６年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計補正予

算（第１号）について、提案理由の説明をいたします。 

  今回の補正における歳出の主なものといたしましては、総務管理費を減額補正し、

広域連合納付金を増額補正するとともに、歳入につきましては、一般会計繰入金を減

額補正し、繰越金を増額補正するものであります。 

  この結果、歳入歳出それぞれ２９６万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を２億１,６３８万２,０００円とするものであります。 

  詳細につきましては、町民生活課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく
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お願いいたします。 

○町民生活課長（善家直邦君） 

  それでは、議案第６１号、令和６年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計補正予算

（第１号）について御説明いたします。 

  はじめに、歳出予算から説明いたしますので、予算書６ページをご覧ください。 

  １款、１項、１目、一般管理費は、職員の育休に係る人件費の組替えにより１４９

万円減額するものであります。 

  次に、２款、１項、１目、後期高齢者医療広域連合納付金は、１８節、負担金補助

及び交付金を４４５万６,０００円増額するもので、愛媛県後期高齢者医療広域連合

に納付する保険料等負担金徴収実績分を決算見込額に基づき調整するものであります。 

  続きまして、歳入予算について御説明いたしますので、５ページをご覧ください。 

  ３款、１項、１目、一般会計繰入金は、１４９万円減額するものです。 

  続いて、４款、１項、１目、繰越金は、前年度繰越金が確定したため、４４５万６,

０００円増額するものであります。 

  続きまして、給与費明細書について御説明いたしますので、７ページをご覧くださ

い。 

  一般職、総括表比較欄をご覧ください。 

  給料５１万８,０００円、職員手当８６万９,０００円、共済費２３万４,０００円、

それぞれ職員の育休に係る人件費の組替えにより、職員給与費等を減額するものであ

ります。なお、その内訳についてはお目通しください。 

  次に、１０ページ、給料及び職員手当の増減額の明細につきましては、一般会計に

準じて作成しておりますので、説明を省略させていただきます。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（程内 覺君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 
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  （「なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第６１号、令和６年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計補正予算

（第１号）についてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第６１号は原案のとおり可決されました。 

  お諮りします。 

  本日の会議は、議事の都合により、これで延会し、明日１８日を休会としたいと思

います。 

  これに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（程内 覺君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、本日はこれで延会し、明日１８日を休会することに決定しました。 

  なお、９月１９日は定刻に会議を開きます。 

  本日は、これをもって延会します。 

○副議長（末廣 啓君） 

  起立。 

  礼。 

 

（午前１１時１９分 閉会） 
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  地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 
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